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     笑顔が咲く道にする為に― 
 
                  尾倉中学校 ２年 二木 菜々子 

 
 2022 年の福岡県で起きた交通事故を調べてみると、人身事故の発生件数は 1 万 9868 件
で、前年より 198 件少なく、死者数は 75 人で前年より 26 人減少していることが分かった。 
 私もこの事実を受け、思い出したことがある。あれは、冬の午後６時過ぎのこと。いつも
のように部活動をして帰宅する途中だった。私は歩道を歩いていた。走ったり、遅く歩いた
りすることもなく、普通の速度で歩いていた。その時。 
「キキーッ。」 
なんと目の前で自転車が急ブレーキを踏んで止まっていた。私のその時の正直な感想は無
い。何も考えられないほど驚き、あせっていた。今でもその時の事を思い出すと、息が浅く
なり、心臓がドクンドクンと大きく動く。そう、私はとにかく怖かったのだ。自転車を運転
していた方には勿論悪気はなく、単なる不注意によって起きたことだった。あと一瞬でも自
転車を運転している方が私の存在に気が付くのが遅かったら・・と考えると、鳥肌が立って、
とても冷たく、怖い気持ちになる。また、冬の午後６時ということもあり、暗く、中学校の
制服も藍色であるため、自転車を運転する人は私が近くに来るまで気配が分からず、気が付
かなかったのであろう。私ももっと注意をして歩くべきだったと後悔している。また、自転
車が車道を通ってくれていたら、と考えてしまうこともある。一度起きた事は取り返しがつ
かない。だからこそ、私は自分や他人の命を守るため、まずは交通ルールを守る事が大切だ
と強く考えるようになった。 
 １件でも事故発生件数を減らせるように、そして、１人でも多くの命が助かるように。 
また、私のように１人でも怖い思いをしなくてよいようにしたいと願っている。そんな福岡
県、全国を目指して皆で意識していこう。１人１人が頑張っていこう。笑顔が咲く道にする
為に―。 


